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の後に動詞が来るタイプ OV 言語の 2 種類に大きく
分類できることがわかっている。日本語とドイツ語















































































































































































































































































































第 2 外国語を選択したとしても、最大で 1 年次に週
2 回 4 単位までしか履修できず、多くの学生が週 1







































テストとも VELC を使用したが、2015 年度は
VELC はプレイスメントのみで、アチーブメント・
テストには学部の全学生に受験を義務付けた TOE-























し、履修者は 27.7 ポイントの上昇と、それぞれ 4.7、
7.8 ポイント、履修者のほうが大きく上昇している。





27.5 ポイント高かったが、実際の TOEIC-IP ではそ



















































































会科学編　第 56 巻」　161～176 頁
田中一嘉・高橋洸・鎌田忠男・三原智子（2007）　初習外国
語教育の諸問題　―L2 としての中学校英語と L3 として
の大学教養ドイツ語・フランス語―　「群馬大学教育実




第 61 巻」　111～121 頁
田中一嘉（2013）　外国語教育と言語教育　―日本の学校教
育現場における言語教育の諸問題―　「群馬大学教育学




























 4　田中（2015）　S. 63～64, S.67 ff.
 5　初級段階に出て来る語形変化の単純な数の比較を独・
仏・英語間で行い、一覧表にしたものが田中他（2007）S.251
にあるが、それを見てもこの傾向がよくわかる。
 6　文科省の学習指導要領では、中学校・高等学校共に異文
化理解は「外国語」（すなわち事実上は英語）という教科の
中に位置づけられている。
 7　教科書などでよく取り上げられるものだけでも、食生活、
衣服、（留学）学生生活、学校制度、交通、旅行、環境保
護など多岐にわたる。
 8　溝上・柴田（2009）　S.38
 9　田中（2012）　S.116
10　当該大学の専門外外国語を統括する部局保有のデータに
基づく集計。第 2 外国語のメニューは、ドイツ語、フラン
ス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語、中国語、
朝鮮語の 7 言語で、そのいずれかを履修しているものを履
修者とみなす。
11　http://www.velctest.org/outline/
12　もちろん今のところ 2 年度のみの比較なので、どの程度
の差を継続して産むかを検証するためには、必ずしも充分
な期間とは言えず、今後も継続した調査が望まれるが、こ
の傾向が容易に逆転するとは考えにくい。
13　このような日本の外国語教育の特殊性については、田中
（2013）　S.86、長谷川（2013）、「外国語カリキュラム改善
に関する研究―諸外国の動向」国立教育政策研究所（2004）
などを参照。
14　吉島・大橋（他）訳・編（2014）　S.157
田　中　一　嘉110
